



























































































































が現れていると感じますか”。以上はそれぞれ 件法（ 全く感じない 非常に感じる）で回答さ
せた。
次に，「各場面における性格特性」の測定は，和田（ ）の 尺度に基づいて性格特性語 対









これらの項目群は，それぞれ 件法（ 全く感じない 非常に感じる）で回答させた。
結 果
本当の自分を感じる程度を場面間で比較するために，「各場面に現れる本当の自分」で測定された値を
従属変数として （文脈 制度・衝動） （社会性 個人的・対人的）の 要因分散分析を行ったとこ
ろ，「文脈」の主効果（（ ） ），および「社会性」の主効果（（ ） ）が
有意であり，「制度」よりも「衝動」の方が有意に高く，「対人的」より「個人的」の方が有意に高かった








第 因子に含まれ，第 因子から第 因子は従来通り（和田 ）の項目構成であった。
「他の文脈での自己が現れていると感じる程度」を場面間で比較するために，この値を従属変数として
（文脈方向 制度 衝動・衝動 制度） （社会性 個人的・対人的）の 要因分散分析を行ったと
ころ，「社会性」の主効果（（ ） ），および交互作用（（ ） ）が有意で
あり，下位検定の結果，「対人的場面における衝動 制度」（ ）よりも「個人的場面に




























未満の者（「非一貫的自己群」）とを分け（いずれの場面でも高群 名，低群 名），性格特性の つの因
子の得点を従属変数とした 検定を制度と衝動の文脈ごとに行った。その結果，「衝動 個人的」における
性格特性の第 因子（（ ） ）に有意な差があり，「一貫的自己群」の方が独創的などの特徴
があることが明らかになった。また，「衝動 対人的」における性格特性の第 因子（（ ） ），
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